
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 国際総合科学群 

教学 IR 実施報告書 

 

 

 

 

  

1



目  次 

 

第１章 令和３年度 教学 IR取組概要 

 

１.令和３年度 教学 IR 検討ワーキング取組事項               ３ 

 

２.令和３年度 教学 IR 検討ワーキング分析結果概要･･･････････４ 

 

 

第２章 令和３年度 教学 IR分析データ集 

 

１.入学から卒業までのアンケートをつないだ経時的な分析 

（１）令和３年度分析結果について                       ６ 

（２）各アンケートをつないだ分析                       ７ 

 

２.教学 IR 検討 WG における認証評価に向けた対応 

（１） 令和３年度前期授業評価アンケートにおける 

授業外学修時間の推移について    13 

（２） 令和３年度前期科目における成績評価について        34 

（３） LMS ポートフォリオ機能                            44 

 

３.ALCS 学修行動比較調査の実施及び分析 

 

（１）2020 年度 ALCS 学修行動比較調査の 

実施結果について            45 

（２）全体結果梗概                                       51 

 

４.教学 IR で挙げられた課題について                          53 

 

 

2



1 

 

令和３年度 国際総合科学群教学IR検討ワーキング取組事項                 

 

１ 国際総合科学群教学 IR 検討ワーキング開催実績 

第１回 令和３年７月 21日  

第２回 令和３年 10 月 12 日 

第３回 令和３年 12 月 23 日  

第４回 令和４年２月 24日 

    

２ 国際総合科学群教学 IR 検討ワーキングメンバー（敬称略） 

 

ワーキング長 立川 仁典 

ワーキング長補佐 中條 祐介 

国際教養学部 鈴木 伸治、宇野 二朗、山田 剛史 

国際商学部 大澤 正俊、白石 小百合、吉永 崇 

理学部 横山 崇、大関 泰裕、北 幸海 

データサイエンス学部 汪 金芳、土屋 隆裕 

事務局 
田澤教育推進長、佐藤学術企画担当係長、佐々木学術企画担

当 
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令和３年度 国際総合科学群教学IR検討ワーキング分析結果概要             

 

１. 入学から卒業後までのアンケートをつないだ経時的な分析 

＜取組概要＞ 

昨年度までに引き続き、「新入生アンケート」、「カリキュラム評価アンケート」、

「卒業生アンケート」の３つのアンケートに国際総合科学部で特に重視する教育理念

に関する共通の設問に対する回答結果について分析した。また、分析結果について、

各種会議にて報告を行うとともに、結果を各学部教授会で報告・共有し、各学部にお

けるカリキュラム改善検討を支援した。 

（分析内容） 

(1) 各アンケートをつないだ経時分析 

＜分析結果＞ 

(1)過去３年間の分析結果はほとんど変わらず、入学時から卒後３年までの間で 

「課題発見・問題解決力」「グローバルな視野」「豊かな教養」「確かな専門性」 

が身に付いたという回答が減少している。  

また、「グローバルな視野」については、卒後３年の回答が過去３年間の結果と 

比較して低下している。 

     

２. 教学 IR 検討 WG における認証評価に向けた対応 

＜取組概要＞ 

 大学機関別認証評価受審に向け、平成 30年度に設定した３つの観点について、解析

及び課題解決に向けた検討を進めた。教学 IR 検討 WG にて解析した結果について各学

部会議体にて報告を行うとともに、結果を各学部教授会で報告・共有し、各学部におい

て各学部独自の課題が確認された。 

（分析内容） 

(1) 令和３年度授業評価アンケートにおける授業外学修時間の推移 

(2) 令和３年度科目における成績評価 

(3) 学修成果の可視化検討 

＜分析結果＞ 

(1) 令和３年度の授業外学修時間について、過年度の結果と比較した結果、令和２ 

年度にはオンライン授業の導入により授業外学修時間が増加していたが、今年度 

は昨年度よりも授業外学修時間が減少傾向であることがわかった。また、授業外 

学修時間が多い層と少ない層の差が開いていることがわかった。 

 (2) 全科目を通じて、厳格かつ客観的に評価が行われていることが確認でき 

た。語学関連科目においては、全面オンライン授業であった令和２年度と比較し 
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て、GP 平均値の低下が大きい科目があった。 

(3) 「学修成果の可視化」のために来年度から LMS に YCU 指標レーダーチャートを導 

入するため、レーダーチャート「各学部独自項目」の記載について検討するととも 

に、注釈を学部ごとに作成し、レーダーチャートの脇へ標記することとした。 

 

３. ALCS 学修行動比較調査の実施及び分析 

＜取組概要＞ 

 学生データの効率的な収集及び他大学との比較のため、令和元年度より教学比較

IR コモンズに入り会いし、令和３年度も１年次、３年次の学生に対しアンケート調査

を実施した。令和３年度は令和２年度の調査結果について分析を実施し、各学部へ内

容を報告・共有した。 

（分析内容） 

(1) 令和２年度横浜市立大学 ALCS 学修行動比較調査 

＜分析結果＞ 

(1) 授業外学修時間については全体平均が１日あたり分 141分（１年生）、122 分（ 

３年生）だったのに対し、本学は 1日あたり 111 分となっており全体平均より

低い結果となっている。また、授業に関連しない学修時間においても全体平均

が１日あたり 45 分（１年生）、82 分（３年生）だったのに対し、本学は 1日あ

たり 87 分となっており全体平均より高い結果となっている。 

 

４. 分析結果の報告 

解析結果について各種会議にて報告・共有し、各学部におけるカリキュラム改善を支援

した。 

＜報告・共有した会議体＞ 

・教学 IR検討ワーキング 

・学長諮問会議 

・各学部教授会 
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令和３年度前期授業評価アンケートにおける授業外学修時間の推移について 

 

１. 趣旨 

令和３年度前期授業の授業評価アンケートの結果をもとに、オンライン授業導入前後及びハ

イブリッド授業移行後の授業外学修時間の推移について、報告します。 

 

２. 分析対象データ 

 今回の分析については、平成 30年度から令和３年度の授業評価アンケートデータを使用し

ました。 

 

 分析対象の設問 

問 ：授業時間以外に学修を一週間にどのくらいしましたか。 

選択肢：１．ほとんどしなかった ２．１時間未満 ３．１時間以上２時間未満 

４．２時間以上３時間未満 ５．３時間以上４時間未満 ６．４時間以上 

    ※選択肢６は令和２年度より追加 

 

 アンケート回答率 

 
 

 アンケート実施科目数 

 
  

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
学部 講義全体（DAT科目を除く） 74.2% 74.3% 35.7% 33.5%
学部 演習全体 85.3% 84.5% 40.9% 47.8%
データサイエンス学部系講義

（科目コード先頭３桁がDATの科目）
78.9% 78.8% 37.5% 25.1%

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
学部 講義全体（DAT科目を除く） 283 270 308 247
学部 演習全体 368 379 324 444
データサイエンス学部系講義

（科目コード先頭３桁がDATの科目）
7 15 39 58
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３. 授業外学修時間の推移 

(１) 回答数比較 

① 全体について 

 ４年分の回答数について、それぞれの年度で占める割合を確認した。令和２年度に「3．

１時間以上２時間未満」より上位の回答割合が増加したものの、令和３年度には微減し

ている。 

 

 

6．４時間以上 
5．３時間以上

４時間未満 

4．２時間以上

３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんどし

なかった 
計 

H30  2021 件 1419 件 3558 件 6153 件 7388 件 20539 件 

   9.84% 6.91% 17.32% 29.96% 35.97% 100.00% 

R01  1572 件 1251 件 3446 件 6903 件 6613 件 19785 件 

   7.95% 6.32% 17.42% 34.89% 33.42% 100.00% 

R02 645 件 548 件 1409 件 3479 件 3657 件 1219 件 10957 件 

  7.75% 4.34% 10.68% 30.26% 35.24% 11.74% 100.00% 

R03 433 件 318 件 949 件 2588 件 3134 件 1256 件 8678 件 

 4.99% 3.66% 10.94% 29.82% 36.11% 14.47% 100.00% 

※令和２年度について、選択肢６及び５の合算値は「1193 件（10.89％）」、 

令和３年度は「751 件（8.65％）」、 
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② 講義について 

令和２年度の授業外学修時間について、「①全体について」と概ね同じ割合の変化と

なった。 

 

 

6．４時間以上 
5．３時間以上

４時間未満 

4．２時間以上

３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんどし

なかった 
計 

H30 講義   1224 件 884 件 2431 件 4976 件 6326 件 15841 件 

    7.73% 5.58% 15.35% 31.41% 39.93% 100.00% 

R01 講義   775 件 696 件 2253 件 5754 件 5747 件 15225 件 

    5.09% 4.57% 14.80% 37.79% 37.75% 100.00% 

R02 講義 354 件 376 件 1017 件 2823 件 3168 件 1081 件 8819 件 

  4.01% 4.26% 11.53% 32.01% 35.92% 12.26% 100.00% 

R03 講義 183 件 187 件 572 件 1927 件 2643 件 993 件 6322 件 

 2.81% 2.87% 8.79% 29.62% 40.63% 15.27% 100.00% 

※令和２年度について、選択肢６及び５の合算値は「730 件（8.28％）」 

※令和３年度は「370 件（5.85％）」 
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③ 演習について 

令和２年度に「1．ほとんどしなかった」の割合が非常に低くなったものの、令和３年

度ではその割合が増加している。 

 

 

6．４時間以上 
5．３時間以上

４時間未満 

4．２時間以上

３時間未満 

3．１時間以上

２時間未満 
2．１時間未満 

1．ほとんどし

なかった 
計 

H30 演習   797 件 535 件 1127 件 1177 件 1062 件 4698 件 

    16.96% 11.39% 23.99% 25.05% 22.61% 100.00% 

R01 演習   797 件 555 件 1193 件 1149 件 866 件 4560 件 

    17.48% 12.17% 26.16% 25.20% 18.99% 100.00% 

R02 演習 291 件 172 件 392 件 656 件 489 件 138 件 2138 件 

  13.61% 8.04% 18.33% 30.68% 22.87% 6.45% 100.00% 

R03 演習 250 件 131 件 377 件 661 件 491 件 263 件 2173 件 

 11.50% 6.03% 17.35% 30.42% 22.60% 12.10% 100.00% 

※令和２年度について、選択肢６及び５の合算値は「463 件（21.66％）」、 

令和３年度は「381 件（17.53％）」 
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(２) 平均比較 

過去４年の回答の平均値を比較した。なお、令和２年度、令和３年度について、「6．４時

間以上」は「5．３時間以上４時間未満」とみなして算出しています。 

① 全体について 

回答の平均値について分析した結果、対面授業を実施した令和元年度までと比較し、

令和２年度には講義科目及び演習科目について授業外学修時間が増加したが、令和３年

度には微減している。 

 

 

 

  

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
学部 講義全体 2.25 2.16 2.73 2.56
学部 演習全体 3.01 3.04 3.31 3.26
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② 講義について 

回答の平均値について分析した結果、対面授業を実施した令和元年度までと比較し、

令和２年度には共通教養及び全学部について授業外学修時間が増加したものの、令和３

年度には微減している傾向がみられる。 

 

 

  

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
共通教養 1.89 1.93 2.42 2.19
国際教養学部 国際教養学系 2.02 1.74 2.89 2.58
国際教養学部 国際都市学系 1.91 1.91 2.79 2.77
国際商学部 2.29 2.04 2.77 2.76
理学部 2.35 2.28 2.98 2.90
データサイエンス学部 2.45 2.34 2.76 2.54
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③ 演習について 

回答の平均値について分析した結果、対面授業を実施した令和元年度までと比較し、

令和２年度は国際商学部及び理学部以外の学部について授業外学修時間が増加した。 

令和３年度は国際教養学部国際教養学系を除いて、授業外学修時間が減少している。 

 

 

④ 科目グループごとの経年比較について 

資料２：科目グループごとの経年比較表 参照 

  

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
共通教養 2.31 2.35 2.87 2.61
国際教養学部 国際教養学系 3.57 3.43 3.64 3.80
国際教養学部 国際都市学系 3.20 3.23 3.83 3.76
国際商学部 3.47 3.66 3.57 3.53
理学部 3.57 3.91 3.24 3.03
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４. 今後の方針について 

(１) オンライン授業による授業外学修時間の変化について 

令和２年度よりオンライン授業を導入したことによって、ほとんどの科目で授業外学修時 

間がオンライン授業導入前と比較して増加しましたが、令和３年度前期では、令和２年度 

前期と比較して授業外学修時間は減少傾向となりました。減少の要因として、「①履修者 

数や科目の内容によって対面授業とする授業が増えたこと」、「②対面授業の再開に伴 

い、成績評価方法をレポートから試験に戻したこと」等が挙げられます。 

 

(２) 学部通則に規定されている１単位あたりの学修時間について 

 大学設置基準に基づき、本学の各学部の通則において、単位については下記のように規定

されており、増加後の授業外学修時間でも規程上十分な授業時間が確保できているとは言

えない状況であることから、授業外学修時間数を向上させる取組は継続すべきと考えられ

ます。 

（単位） 

第４条 授業科目の単位数は、１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業によ

る教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準によることを

原則とする。 

(1) 講義科目及び演習科目については、15 時間の授業をもって１単位とす

る。 

(2) 実験、実習、実技及び語学科目については、30 時間の授業をもって１単

位とする。 

 

(３) 今後の方針 

令和２年度よりオンライン授業を導入したことにより、令和２年度以前に比べて授業外 

学修時間は増加しているものの、今後、学生同士のつながりや人間形成も重視し、対面授 

業を再開する科目も多いことから、授業外学修時間数の変化については引き続き分析を行 

い、授業外学修時間を確保する方法の検討を進めます。 

 

５. 資料 

(１) 令和３年度前期授業評価アンケート設問項目 

(２) 科目グループごとの平均値経年比較表 
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１ 確認事項 

(1) 依頼事項①の表記について 

    下記３点から選択をお願いします。 

① 学部独自項目 ② 専門的理解 ③ 学部独自項目（専門的理解） 

 

(2) 依頼事項③について 

各学部の注釈の体裁を統一するために文頭・文末を微修正しましたので、確認をお 

願いします。（赤字追記） 

 

（各学部検討結果） 

「学修成果の可視化」における各学部の「学部独自項目」の表記について 

 

２ 今後のスケジュール 

10 月 14 日    各学部教授会にて確認依頼 

10 月 19 日    「１ 確認事項」回答期限 

10 月 19 日～22日 事務局が集約し内容確認依頼 

10 月最終週    内容確定 

12 月       第 3回教学 IR検討ワーキングにて結果を事後報告 

 依頼事項③ システムに記載する「学部独自項目」の注釈（最大 300字） 

国際教養学部 

国際教養学部の各クラスターで身に着けるべき専門性を示します。国際社会につ

いての専門的理解、国際文化についての専門的理解、人間科学についての専門的

理解、都市・地域に関する応用的分野の専門的理解が含まれます。(102 文字) 

国際商学部 

国際商学部が身につけるべき専門性を示します。経営学、会計学、経済学、法学

に関する専門的理解、あるいは、複数の学問領域の融合的理解が含まれますの指

標です。(70 文字) 

理学部 
理学部が身につけるべき専門性を示します。物質科学、生命環境、生命医科学に

関する専門的理解、あるいは理学的素養が含まれます。(61 文字) 

データサイエ

ンス学部 

データサイエンス学部が身につけるべき専門性を示します。社会課題の数理的表

現力、統計数理的知識・技能、情報処理技術の活用力、社会展開力が含まれます。

(73 文字) 

LMS ポートフォリオ機能について 

(１)ポートフォリオ機能に表示するＹＣＵ指標 学修成果項目「各学

部独自項目」各学部の回答１ 
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令和３年度教学 IR検討の取組結果と今後の課題について 

 

１. 趣旨 

令和３年度に実施した下記取組について、実施報告書を作成し、各種会議体で報告します。また、平

成 30 年度から実施してきた WG の取組において挙げられた課題についても整理し、来年度開設予定の

高等教育推進センターの教学 IR 部門の運営をふまえ、関係所管と調整します。 

 

２. 教学 IR 検討 WGで実施した取組について 

(１) 入学から卒業後までのアンケートをつないだ経時的な分析 

＜取組概要＞ 

平成 30 年度から引き続き、「新入生アンケート（入学時実施）」、「カリキュラム評価アンケー

ト（卒業時実施）」、「卒業生アンケート（卒後３年に実施）」の３つのアンケートを設定し、本学

が特に重視する教育理念に関する共通の設問への回答結果について分析した。分析結果につい

て、入学時と卒業時の回答結果から、本学が掲げる教育理念が入学時に期待したほど卒業時に身

についたと感じている学生が少ないことがわかった。また、分析結果について、各種会議にて報

告を行うとともに、結果を各学部教授会での報告・共有し、各学部におけるカリキュラム改善検

討を支援した。 

 

(２) 教学 IR 検討 WGにおける認証評価に向けた対応 

＜取組概要＞ 

 大学機関別認証評価受審のために、平成 30 年度に設定した３つの観点について、解析及び課

題解決に向けた検討を進めた。教学 IR検討 WG にて解析した結果を各学部教授会で報告・共有

し、各学部それぞれの課題が確認された。 

 

① 「各授業の内容が授与する学位に相応しい水準となっていること」 

 令和３年度授業評価アンケートの結果を過年度の結果と比較した結果、令和２年度に

はオンライン授業の導入により、授業外学修時間が増加していたが、昨年度と比較し

て授業外学修時間は減少傾向であることがわかった。また、授業外学修時間が多い層

と少ない層の差が開いていることがわかった。 

② 「成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われていることの組織的確認」 

 令和３年度前期の成績分布を作成し、令和２年度から引き続き対面・オンラインで授

業が実施されている現状分析を行った。 

＜教学 IR検討 WG で取り組む３つの観点＞ 

① 「各授業の内容が授与する学位に相応しい水準となっていること」 

② 「成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われていることの組織的確認」 

③ 学修成果の可視化 
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・語学関連科目において、全面オンライン授業であった令和２年度と比較して、GP平

均値の低下が大きい科目があった。 

③ 学修成果の可視化 

 来年度より導入する LMS に実装する YCU 指標について、各項目の整理を進めた。 

・レーダーチャートの YCU 指標(国際総合科学群学生用))では、「各学部独自項目」の 

記載について検討し、「学部独自項目(専門的理解)」 と標記することとした。 

・「学部独自項目(専門的理解)」の注釈を学部ごとに作成し、レーダーチャートの脇へ

標記することとした。 

(３) ALCS 学修行動比較調査の実施及び分析 

＜取組概要＞ 

 学生データの効率的な収集及び他大学との比較のため、令和元年度より教学比較 IR コモンズ

に入り会いし、令和３年度も１年次、３年次の学生に対しアンケート調査を実施した。令和３年

度は令和２年度の調査結果について分析を実施し、これまでに本学で実施している各種アンケー

トでは確認できなかった観点について、学生の主体的な回答が得られた。 

 「英語の運用能力」に関する設問について成長したとする回答、「短期・長期海外留学を希望

する」という回答が他大学と比較して 10%程度多いという結果が見られた。 

 

３. 教学 IR 検討 WGで挙げられた課題について 

(１)オンラインで実施するアンケートの回収率について 

 本学がオンラインで実施するアンケートの回収率が低下傾向にあり、データの信頼性という

観点から、教学 IR の活動に影響を与えている。(一方で、カリキュラム評価 アンケートや新

入生アンケート等、回収率が 80%以上となっているオンラインアンケートも存在する。) 

例）卒業生アンケート(卒後 3年の卒業生が対象) :27.4%(前回 26.6%) 

国際総合科学群令和 3年度授業評価アンケート:約 3割(紙媒体での実施時は約 7 8 割)  

 

(２)アンケートの実施頻度と設問の類似（重複）ついて 

本学で実施しているアンケートは業務の必要性に基づいて各課や各センターで実施されてお

り、アンケート回答期間や設問内容が十分に調整されておらず、学生の負担 (アンケート疲

れ)につながる可能性がある。令和 4年度より高等教育推進センターが設置されることに伴

い、各アンケートの集約・精査に関する審議を依頼することを検討する。 

＜国際総合科学群の学生が回答するアンケート＞ 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

    

新入生アンケート 
全国学生調査 

（文科省） 
 

・全国学生調査 

（文科省） 

ALCS 学修行動比較調

査（他大と比較） 
 

ALCS 学修行動比較調

査（他大と比較） 

・カリキュラム評価ア

ンケート 

※その他、在学中に回答を依頼するものとして、「学生生活アンケート(3 年に 1 度実施)」がある。  

授業評価アンケート（毎学期末に履修登録した科目数分 実施） 
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(３)各学部の自己点検評価と教学 IR の連動について 

これまで WG は認証評価の受審を見据え、3つの観点について全学的な取組を実施したが、来

年度は各学部で実施する自己点検評価の取組と教学 IRの取組の連携も検討する。 

 

(４)学生個人情報の活用に関する許諾について 

令和 4年度より LMS が導入されることにより、学生個人に関わるデータを活用することも考え 

られることから、各アンケートを実施する際に学生に対し解析計画を示し、目的を十分に伝える 

必要性がある。 

 

４. 令和４年度の方針について 

これまで取り組んできた観点については全体の課題として令和４年度以降もモニタリングを実施

し、新たに学部独自の課題抽出とそれに対する分析・改善策の検討を各学部のワーキングメンバー

に実施・報告いただくことを検討しています。 

教学 IR 検討 WG 
教育研究自己点検評価委員会 

各学部 
自己点検の指示・ 

結果報告 

全学課題分析結果の学部内展開 

独自課題の抽出と分析計画の策定、 

分析実施、報告 

高等教育推進センター 

教学 IR 部門 

55


